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防実行政熙線を設置します
学童保育所の入所対象を6年生まで拡大

6月補正予算
人事 意見書・言青願

行財政改革に関する調査特別委員会を設置

議案の結果…覧
各常任委員会の審査報告
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設

置

目

的

現
在
、
十齢
麻
市
の
防
災

情
報
は
、
△
口
併
前
の
機
器

を
活
用
し
運
用
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、
大
規
模
災
宮

を
想
定
し
た
時
に
、
現
状

で
は
市
民
へ
の
情
報
伝
達

に
時
間
を
要
し
、
手
段
も

異

な

っ
て

い
る

こ
と

か

ら
、
同
時
通
信
シ
ス
テ
ム

の
導
入
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
の
機
器
は

老
朽
化
し
、
交
換
部
品
の

製

造

も

な

さ
れ

て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
日
、
県
、
市

か
ら

の
緊

急

通

報

や
平

常

時

に
は
行

政

情

報

を

瞬

時

に
全

市

民

へ
伝

達

す
る
た
め
、
市
内
全
域
に

デ
ジ

タ

ル
方

式

に
よ

る

防

災

行
政
無

線

を

設
置

し
ま
す
。

各

地

区

の

状

況

山
田
地
区

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

を
活
用
し
、
テ
レ
ビ
画
面

に
テ
ロ
ッ
プ
で
防
災
情
報

を
流
し
て
い
ま
す
。

碓
丼
地
区

碓
井
庁
舎
の
サ
イ
レ
ン

に
よ
り
、
緊
急
事
態
の
発

生
を
伝
え
、
す早
戸
告
知
に

つ
い
て
は
職
員
等
が
広
報

車
で
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

稲
築
地
区

稲
築

庁

舎

か
ら
有

線

放

送

に
よ

り
音

声

に
よ

る
情
報
伝
達
を
行

っ
て
い

ま
す
。
嘉
穂
地
区

嘉

穂

庁
合

か
ら
音

声

告

知
を

行

っ
て
い
ま

す
。

音

声

が
届

か
な

い
地

域

は
、
戸
別
受
信
機
を
設
置

し
て
同
時
通
信
を
行
っ
て

い
ま
す
。

（

無

線

の

種

類

同
報
系
防
災
行
政
無
線

屋
外
拡

声

器

や
戸
別

受

信

機
を

介

し

て
市

等

か
ら
市

民

に
対

し

て
防

災
情

報

や
行

政

情

報

を

伝

え

る

シ
ス

テ
ム
で
す
。

移
動
系
防
災
行
政
無
線

車

載

型

や
携

帯

型

の

移

動

局
と
市

役

所

と

の
間

で
通
信

を

行

う

シ
ス
テ
ム
で
す
。

設

置

機

器

同
報
系

親
局
設
備
　
　
　
１
局

中
継
局
設
備
　
　
１
局

屋
外
拡
声
子
局
　
９‐
局

遠
隔
制
御
装
置
　
５
台

戸
別
受
信
機
１
２
１
５
台

な
ど
で
す
。

移
動
系

基
地
局
　
　
　
　
１
局

中
継
局
設
備
　
　
１
局

逮
隔
制
御
機
器
　
４
台

携
帯
型
無
線
機
　
６６
台

な
ど
で
す
。

議

会

の

審

議

難

聴

地

域

の
対
策

は

ど
う
す
る
の
か
と
の
質
問

に
対
し
、
戸
別
受
信
機
を

設

置

す

る
こ
と

で
対

応

し
た

い
と

の
回
答

が
あ

り
ま
し
た
。

基
礎
工
事
な
ど
は
、
地

元
業

者

に
下

請

け
さ

せ

る
よ
う
に
で
き
な
い
の
か

と
の
質
問
に
対
し
、
下
請

け
で
き
る
よ
う
に
指
導
し

て
い
き
た
い
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

７
億
余
り
の
予
算
に
対

し
、
２
億
６
千
万
円
の
契

約

と
な

っ
て
い
る
が
、
積

算
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の

か
と
の
質
問
に
対
し
、
一祠

負
業

者

が
機

器
を
製

造

し
て
お
り
、
安
価
で
機
器

を

納

品

で
き

る
こ
と

が

要
因
の

一
つ
と
考
え
て
い

る
と

の
回
答

が
あ

り
ま

し
た
。

（

情報の伝達経路

に注意して 亀餃を感した場合は自主的に避難することも大切
です.
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学菫保育所の

入所対象を6年生

まで拡大

市
内
す
べ
て
の
学
童
保

育
所
の
人
所
対
象
を
、
碓

井

地

区

、
一嘉
穂

地

区

で

行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
小
学

３
年
生
か
ら
６
年
生
へ
拡

大
し
ま
す
。

人
所
希
望
調
査
を
行

っ

た

結

果

、
上

山

田

、
稲

築

東

、
稲

築

西
の
各

学

童
保

育

所

は

、
希

望

者

が

多

く
、
現
施
設
で
は
、
国
の
設

置

基

準

に
適

合

せ
ず

、
受

け
入
れ
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
上
山

田
は
、

上

山

田
小

学

校

内

に
、
稲

築
束

、
稲
築

西

は
各

小
学

校

内

に
施

設

を
整

備

し
、

整
備

の
整

っ
た
学
童
保
育

所
か
ら
随
時
受
け
人
れ
を

行
い
ま
す
。

な

お
、
下
山

田
学
童

は

現
施

設
で
の
受
け
入
れ
が

で
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
導

入
に
よ
る
寄
付
金
控
除
を

拡

充

し
、
上

場
株

式

等

の

配
当
及
び
譲
渡
所
得
等

に

対
す
る
特
例
措
置
の
見
直

し

に
加

え
、
平
成

２‐
年

１０

月
か
ら
実
施
さ
れ
る
個
人

住

民
税
の
公
的
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
制
度
の
創
設

の
ほ
か
、
一
定
の
省

モ
ネ
改

修

工
事
を
行

っ
た
場
合
の

特
例
措
置
と
し
て
の
住
宅

の
省

千
不
改
修
促
進
税
制

が
創
設
さ
れ
ま
す
。

市税条例の

一部を改正

一般会計補正の主なもの

6月補正予算

総額 50億 3′ 811万 7千円

(歳入 )

財政調整基金繰入金   7.561万 9千円増
コミュニテイ助成事業助成金  770万円増
営重保育施設整備事業債  1′ 800万円増

(歳出)

碓丼庁含裏駐車場整備工事  250万 円増
単重保育所施設整備改1,等工事

2′042万 1千円増

国道322号調査測量委託料  5′ 000万円増

保健体膏施設外満等改1'工事 490万8千円増

総額 7億 6′ 554万 7・F円

総額 5億 9′ 141万3千円

総額 46億 9′ 978万 1千円

総額 1億 2′ 649万 5千円

総額 10億 5′457万 3・F円

上山田学童保育所

総額  244億 4′ 756万 6f円

国道322号 (嘉穂地区 )総額/2億 1′ 034万 8干円増額の367億 2,349万 2千 円
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人事案件
固

定

資

産

評

価

員

の

選

任

、
教

育

委

員

会

委

員

の
任

命

及

び

人

権

擁

護

委

員

の
推

薦

に

つ

い
て
同

意

し

ま

し

た

。

委

員

の

氏

名

は

、
次

の
と

お

り

で
す
。

固
定
資
産
評
価
員

松
岡
源
太
郎
　
氏

（山
田
）

※
現
市
民
環
境
部
長

教
育
委
員
会
委
員

米
原
太
輔
　
氏

縮
築
）

人
権
擁
護
委
員

松
岡
朝
生
　
氏

↑
齢
穂
）

坂
本
博
維
　
氏

（山
田
）

教
育
予
算
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

義

務

制

第

８

次

　

高

校

第

７
次

教

職

員

定

数

改

善

計

画

を

実

施

す

る

こ
と

や
義

務

教

育

費

国

庫

負

担

制

度

の
国

負

担

率

を

２

分

の

１

に
復

元

す

る

こ
と

な

ど

５

項

目

の
実

現

の
た

め

、

教

育

予

算

の
確

保

　

充

実

を

図

る

よ

う

国

に
対

し

要

請
す

る
も

の
で
す
。

地
球
温
暖
化
防
止

に
向
け
た
国
民
的

運
動
の
推
進
を
求

め
る
意
見
書

Ｃ

Ｏ

，
削

減

に

向

け

た

実

効

性

の
伴

う

国

民

的

運

動

を

政

府

主

導

の

も

と

創

出

し

、

そ

の
普

及

促

進

に
努

め

る

こ
と

な

ど

、

地

球

温

暖

化

防

止

に
向

け

た

４

項

目

の

事

項

の
実

現

を

国

に
対

し
要
請
す
る
も

の
で
す

。

意見書

こ
れ
ま
で
、議
会
改
革

に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
を
開
催
し
、市
の

行
財
政
改
革
の
一
助
と

す
べ
く
審
査
を
行
い
、議

員
定
数
を
削
減
す
る
な

ど

一
定
の
成
果
を
あ
げ

て
き
ま
し
た
。

執
行
部
サ
イ
ド
と
し

て
は
、
平
成

１９
年
に
策

定
さ
れ
た
嘉
麻
市
行
財

政
改
革
実
施
計
画
に
基

づ
き
、行
財
政
改
革

に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

平
成

２‐
年
度
に
は
、市

の
保
有
す
る
各
種
施
設

や
保
育
所
等
の
統
廃
合

な
ど
、
緊
急
の
課
題
は

山
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
△ム
、乳
行
部
、両
サ

イ
ド
の
行
財
政
改
革
を

並
行
し
て
推
進
す
る
た

め
、議
員
全
員
に
よ
る
行

財
政
改
革
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、協
議
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

委
員
長
に
は
、山
倉

敏
明
議
員
が
、副
委
員

長
に
は
、浦

田
吉
彦
議

員

が
選

出

さ
れ
ま

し

た
。

山倉敏明委員長

議会だよりかまし(9号 )



議案の結果―覧
各委員会で審査された議案を本会議で採決した結果

○…全会一致

△…賛成多数

*¨ 言寸論あり

議案第34号 ふるさと納税制度導入による寄付金控除の拡充などを行う ○承 認

″第40号  市消防団に新たに副団長のポストを加えるなど、組織改編に伴う所要の整備を行う ○可 決

″第44号  消防団員が災害を受けた場合の補償額を日額200円から日額217円 に改める ○可 決

議案第41号  学重保育の対象児童を6年生まで拡大し、国の基準に適合した学童保育所を設置する

″第42号  県の補助要綱改正に伴い、母子家庭に加え、父子家庭も医療費支給の対象とする

″第43号  県の補助要綱改正に伴い、重度心身障害者に加え、重度精神障害者も医療費支給の対象とする

請願第 1号  小学校を対象に「書写 書道教育」の教育特区を申請することを請願する

土地開発公社を解散する

″第48号  市道路線を全体的に見直すため、全1,393路線を廃止する

市道1,388路線、総延長514,182mを認定する

議案第35号  専決処分事項の承認(平成19年度 一般会計補正予算(第6号 ))

″第36号  専決処分事項の承認(平成19年度 老人保健事業特別会計補正予算(第4号 ))

″第37号  専決処分事項の承認(平成19年度 住宅新築資金等貸付事業会計補正予算(第 1号 ))

″第38号  専決処分事項の承認(平成20年度 国民健康保険事業特別会計補正予算(第 1号 ))

″第39号  専決処分事項の承認(平成20年度 老人保健事業特別会計補正予算(第 1号 ))

平成20年度 一般会計補正予算(第 1号 )

議案第45号  人事異動に伴い、固定資産評価員に市民環境部長を選任する

″第46号  任期満了に伴い、教育委員会委員に引き続き米原太輔氏を任命する

″第51号  防災無線設置工事の契約を2億6,144万 1,187円で締結する。

諮問第 2号  任期満了に伴い、人権擁護委員に新たに松岡朝生氏を推薦する

″  3号  任期満了に伴い、人権擁護委員に引き続き坂本博縫氏を推薦する

議員提出意見書第2号  義務教育費の国負担率2分の1を復元するなど、教育予算を拡充するよう国に要望する

″     第3号  地球温暖化防止のため、国民的取り組みをよリー層推進するよう国に要望する

5 議会だよl_nかまし(9号 )



定例会中に開催された委員会の

審査や活動を報告しま魂

総務財政委員会《
Ｆ

個人住民税の公的年金からの

特別徴収制度創設などに

伴う改正

助古ι tt ti

dレ で,タ
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ト

で歩 �″
水よ■lt 中IJ ttti 人 :委 tt

市
税
条
例
の
一
部
改
正

本
案
の
■
な
改
正
内
容

は
、ふ
る
さ
と
納
税
制
度
導

入
に
よ
る
寄
付
金
件
除
の

拡
充
、１１
場
株
式
等
の
配
当

及
び
証
波
所
得
等
に
対
す

る
特
例
＝
出
の
見
直
し
、及

び
平
成
２‐
年
１０
月
か
ら
実

施
さ
れ
る
個
人
住
民
悦
の

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
制
度
の
創
設
、
―、‐‐‘
び
に
一

定
の
省
千
不
改
修
工
■
を

行
っ
た
場
合
の
特
例
措
置

と
し
て
の
住
宅
の
省
千
不

改
修
促
進
税
制
の
創
設
な

ど
で
す
委
員
よ
り
、公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
方
法
に

関
す
る
質
‐――‐
に
対
し
、６５
茂

以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

に
つ
い
て
は
、と
齢
■
年
金

の
年
額
が
掲
万
円
木
――ｌｌｌｉ
で

あ
る
方
な
ど
を
除
き
、米

年
１０
月
支
給
分
の
年
金
か

ら
個
人
住
民
税
も
特
別
徴

収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

今
後
、広
報
誌
等
を
活
川

し
て
川
知
を
図
ｒ
ｔ
い
き

た
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
．
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

関
し
て
、嘉
麻
市
出
身
の
方

々
へ
の
ア
ビ
ー
ル
方
法
に

関
す
る
質
‐――‐
に
対
し
、一ヽ

の
制
度
は
■
本
的

に
は

寄
付
行
為
を
促
す
制
度

で
あ
り
、運
用
に
あ
た
コ
に
、

法
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
特
市

‐‐‐‐‐‐
ゃ
名
所
旧

跡
な
ど
、嘉
麻
市
を
紹
介

す
る
た
め
の
情
報
発
信

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
．
ま
た
、寄
付
を
頂
く
た

め
の
ア
加
麻
市
の
応
援
メ

一互
―
」も
ア
ピ
ー
ル
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
た
め
、関

係
各
課
で
知
恵
を
出
し

合
い
な
か
ら
制
度
の
発
足

を
急
ぎ
た
い
と
の
回
答
か

あ
り
ま
し
た
．

審
査
の
結
果
、全
会

一

致
で
承
認
し
ま
し
た
．

‐
一一
理

　
　
．　
　
一
一一

倅 編

球
頴

ミ
晨
鱚

山倉委ltit

議会だより IJ｀まし(9号 )

嘉麻市をアビール
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地域一番の福祉施策を
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母
子
家
庭
等
及
び
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正

改
正
の
内
容
は
、村
子
家

庭
等
は
、名
称
を
「ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
の
支
給

に
関
す
る
条
例
ヽ
」
し
、対

象
者
を
父
子
家
庭
の
規
と
、

７５
故
以
上
の
親
等
ま
で
拡

大
し
ま
す

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
寡

婦
に
つ
い
て
は
、平
成
２２
年

９
月
末
の
廃
止
ま
で
２
段

階
の
経
過
措
薇
わ
・設
け
ま

す
。自
己
負
担
は
、定
額
制
へ

移
行
し
て
お
り
、通
院
で
ひ

と
月
に
８
０
０
円
ま
で
、人

院
で
一
Ｈ
５
０
０
円
ま
で
、７

＝
分
３

５
０
０
円
は
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
関
係

に
つ
い
て
は
、名
称
を
「重
度

障
害
者
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
」と
し
、対
象

者
を
精
神
障
害
者
の
１
級

所
持
者
を
対
象
に
加
え
、母

子
家
庭
と
同
じ
く
中
国
残

留
邦
人
等
に
つ
い
て
は
、他

の
法
律
で
救
済
さ
れ
る
の

で
、対
象
か
ら
除
き
ま
す

対
象
者
の
拡
大
で
前
進

が
見
ら
れ
る
反

――――

自
己

負
担
が
増
え
る
の
で
、障
害

者
の
方
の
自
己
負
担
―ｌｉｌｌ
度

を
導
入
せ
ず
、現
在
、６５
歳

木
―――――‐
の
方
が
負
担
し
て
い

る
初
診
料
、往
診
＝
に
つ
い

て
も
、負
担
を
な
く
し
ま
す
。

委
＝
一よ
り
、近
隣
市
‐―――

よ
り

一
つ
卜
を
い

く
福
祉

施
策
を
行
コ
Ｌ
は
ど
う
か

と
の
質
問
に
対
し
、財
政

状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
、

検
――ヽ―
し
た
い
と
の
回
衿
が

あ
り
ま
し
た
．

害
合
の
結
果
、両
議
案

と
も
に
出
席
者
全
員
を
も

っ
て
可
決
し
ま
し
た
。

民生文教委員会
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県道の移管に際しては、
凸
・

市の負担を少なく

市
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定

両
案
は
ズ
Ｈ
併
し
た
こ

と
に
伴
い
、路
線
名
の
変
更
、

路
線
番
号
の
幣
理
な
ど
市

道
路
線
を
全
体
的
に
見
直

す
た
め
、
全
路
線
を
廃

―１１

す
る
と
と
も
に
、新
た
に
市

迫
路
組
を
認
定
す
る
た
め

提
案
さ
れ
た
も
の
で
、関
連

が
あ
り
ま
す
の
で
一
折
し

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
．

廃

―１１
対
象
の
略
線
数
は

１

３
９
３
路
線

延
長
は

５
１
６
．８
２
０

２
ｍ
で
、新

た
に
認
定
す
る
略
線
数
は

１

３
８
８
路

線

、
延

長

５
１
４

１
８
２
ｍ
で
す
．
ま

た
、
そ
の
内
訳
と
し
て
は
、

一
級
路
線
が
３５
路
線
ヽ
一
一級

路
線
か
７２
路
線
ヽ
そ
の
他

の
路
組
が
１

２
８
１
路
線

で
す
．
■
な
変
更
面
所
に
つ
い

て
は
、
ド
自
丼
の
旧
隣
保

館
跡
の
分
譲
地
内
道
路
等

の
４
路
線
を
新
た
に
市
道

と
し
て
認
定
し
、
県
迫
と

の
重
複
区
――１１
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
理
由
に
よ
り
４
路

線
を
廃

――‐
す
る
も
の
で
す
．

ま
た
、
■
地
改
良

に
よ

る
道
路
の
消
滅
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
３
路
線
の
区

域
の
変
更
を
行
夕
に
い
ま

す
委
員
よ
り
、
県
道
を
市

道
へ
移
竹
す
る
場
合
に
は
、

歩
辿
や
側
満
な
ど
の
道
路

整
備
を
県
の
方
で
■
前
に

行
ｒ
ｔ
も
ら
い
、市
に
負
担

が
か
か
ら
な
い
よ
う
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の

要
望
か
あ
り
ま
し
た
．

害
合
の
結
果
、
―‐―‐ｉ
議
案

と
も
に
出
席
者
全
員
を
も

っ
て
可
決
し
ま
し
た
．

産業建設委員会

Jl, 公け

議会だよりかまし(9号 )



赤 間 幸 弘  議 員

難視聴地域解消について

藤  伸 ―  議 員

介護保険制度について

田 中 日 本 明 議 員

保育所統廃合問題について

田 淵 千 恵 子 議 員

嘉麻市バス運行施策について

田 上 孝 樹  議 員

学校のアレルギー疾患に対する取り組みについて

中 村 春 夫  議 員

9P 「学橋Jの架け替え工事について

山 倉 敏 明  議 員

10P 予防医学への取り組みについて

岩 永 利 勝  議 員

HP 家庭雑排水の処理対策について

荒 木 紘 子  議 員

10P

1lP

12P 男女共同参画のまちづくりの推進について 12P

宮 原 由 光  議 員

13P 分庁方式(山田・嘉穂・稲築・碓井)の開鎖について   13P

9P

議会だよりかまし(9号 )



質
　
平
成
２３
年
７
月
２５
日

よ
り
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
完
全
移
行
す
る
が
、ど
う

な
る
の
か
。

牟
田
口
情
報
推
進
課
長

山
田
地
区
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
場
合
は
、ア
ン
テ

ナ
に
つ
い
て
は
必
要
な
い

が
、ア
ン
テ
ナ
で
視
聴
さ
れ

て
い
る
家
庭
に
お
い
て
は
、

そ
の
ま
ま
見
ら
れ
る
場
合

と
山Ｈい

替
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
場
合
が
あ
る
。

テ
レ
ビ
を
祝
聴
す
る
に

は
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い

替
え
る
か
、現
在
の
ア
ナ
ロ

グ

テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る
に

は
、デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー

及
び
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ

ー
内
蔵
の
録
画
機
を
購
入

し
て
税
聴
す
る
し
か
方
法

は
な
い

質
　
市
内
に
お
い
て
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
祝
聴
で
き
な

い
地
域
は
発
生
す
る
の
か
。

情
報
推
進
課
長
　
現
在
、

福
岡

北

九
州
放
送
局

に

お
い
て
放
送
を
開
始
し
て

い
る
。
市
内
で
稲
築

確
井
キ
加

穂
地
区
に
お
い
て
一部
視
聴

可
能
地
域
が
あ
る
が
、山
―――

地
区
を
含
め
て
難
視
聴
地

域
が
発
生
し
て
い
る
．．

本
年

１２
月
に
山

田
局

嘉
徳
局
か
ら
地
■
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
始
ま
る
の
で
、そ

の
結
果
を
見
な
い
と
正
確

に
判
断
で
き
な
い
．

質
　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
、２
年
前
か
ら
本
年
４

月
よ
り
施
行
す
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
た
。

国
民
に
周
知
徹
底
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、制
度
そ
の

も
の
に
対
し
て
混
乱
が
起

こ
っ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始
の

平
成
２３
年
ま
で
あ
と
３
年

し
か
な
吟

一巾
民
に
対
し
て
周
知
し
、

迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ
う

に
工
事
し
な
く
て
は
い
け

な
電こ
の
３
年
で
難
視
聴
地

域
が
解
消
で
き
る
の
か
。

松
岡
市
長
　
本
年
１２
月
の

開
局
を
待
っ
て
、ど
こ
に
難

祝
聴
地
域
が
で
き
る
か
、つ

ぶ
さ
に
調
べ
る
必
要
が
あ

る
ｔ山
田
地
区
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
つ
い
て
も
、セ
ッ
ト

ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
の
年
数
が

経
過
し
て
い
る
の
で
、こ
れ

自
体
が
も
う
十
分
機
能
す

る
状
況
で
は
な
い
。

そ
う
い
つ
面
も
含
め
て

地
Ｌ
デ
ジ
タ
ル
政
送
に
対

し
て
、ど
の
よ
う
な
対
応
が

嘉
麻
市
と
し
て
一番
良
い
か

‐２
月
以
降
に
結
論
を
出
す
。

赤間議員 (山田)

赤 間 幸 弘 議 員
難視聴地域解消につしヽて

間 .平成23年 7月地上デジタル
放送に移行するが、難視聴
地域対策は

答 .難視聴地域を把握し対応
していきたい

地上デジタルチューナー(テレビ上部 )

中 村 春 夫 議 員

「学橋Jの架け替え工事について

間.進捗状況は

答。国会の影響で平成21年 3月
木の完成となつている

質
　
サ
ル
ビ
ア
パ
ー
ク
前

「学
橋

」
の
架

け
替
え

工

事
の
進
捗
状
況
は
。

中
並
土
木
課
長
　
先
の
法

改
正
に
伴
う
国
会
の
影
響

で
、
―‥―‥―
の
地
方
道
路
交
付

金
の
交
付
決
定
が
予
定
よ

り
ｌ
ヶ
月
遅
れ
た
た
め
当

初
平
成
２‐
年
２
月
木
の
完

成
予
定
が
３
月
末
の
完
成

と
な
っ
て
い
る
。

行
政
改
革
に
つ
い
て

質
　
現
在
、
嘉
麻
市
に
お

い
て
は
行
政
区
の
広

さ
、

所
帯

数

、
仕
事

量
、
報

酬

な
ど
で
か
な
り
の
格
差
が

あ
り
、
区
長
間
で
種
々
不

満
も
出

て
い
る
。
一最
麻
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と

な
る
行
政
区
の
再
編
に
つ

い
て
は
。

松
本
総
務
課
長
　
」巾
と
し

て
は
行
政
指
導
で
の
画

一

的
、
半
強
制
的
な
再
編
は

考
え
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で

地

元
行

政

区

の
意

思

を

尊
重
し
、
希
望
が
あ
れ
ば

積
極
的

に
助
言
、
支
援
を

し
て
い
く
，

産

業

廃

棄

物

行

政

に
つ

い
て
質
　
百
々
谷
の
産
廃
場
に

お
け
る
搬
入
超
過
ゴ
ミ
の

搬
出
状
況
は
。

田
中
環
境
課
長
　
県
は
去

る
６
月
９
Ｈ
に
地
元
住
民

説
明
会
を
行

っ
た
が
、
搬

出
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
お

ら
ず
、
納
得

の
い
く
改
善

計
画
が
示
さ
れ
な
か
っ
た

の
で
、
工未
者

に
対
し
早
期

の
撤
去
を
指
導
す
る
と
と

も
に
期
限
を
付
し
た
改
善

計

―――ｌｉ
書
を
提
出
さ
せ
、
７

月

末

に
再
度

住

民
説

明

会
を
開
く
こ
と
に
な
ア
に

い
る
。

質
　
熊
ケ
畑
の
不
法
投
棄

ゴ
ミ
撤
去
に
関
し
て
そ
の

後
の
進
展
は
。

環
境
課
長
　
そ
の
後
、
県
、

国

と
の
四
者

協

議

は

開

か
れ

て
お

ら
ず
、
何
の
進

展
も
な

い
が
、
山

田
川
の

水

を
守

る
住

民
会

議

と

協
議

の
結
果

、
こ
の
議
会

終
了
後
で
き
る
だ
け
早
い

時

期

に
市

長

が
県

に
交

渉

に
行
く
こ
と
に
な

っ
て

い
る
。

質
　
熊
ケ
畑
の
産
廃
処
分

場
に
つ
い
て
は
。

環
境
課
長
　
一齢
徳
福
祉
環

境
事
務
所
か
ら
の
定
期
的

報
告
書

に
よ
る
と
、
現
在

特

段
の
異
常

は
な

い
。
嘉

麻
一巾
に
よ
る
立
ち
入
り
訓

査
も
６
月
に
監
視
員
の
委

嘱
後

、
監
視
活
動

に
入

っ

て
い
る
。
産
廃

場

の
経
営

者
に
つ
い
て
は
、
２
月
に
役

員
変
更
が
な
さ
れ
、
代
表

取
締
役
に
佐
賀
の
方
が
就

任
し
て
い
る
．

中村議員 (山田 )

掌橋付近 (山田i也区)

議会だよりかまし(9号 )



質

　
△
口
併

直
後

と

現
在

の
認
定
数
は
。

古
川
高
齢
者
介
護
課
長

合

併

直

後

の
認

定

者

数
は
３
，
２
９
４
名
で
、
現

在
は
３
、
０
６
１
名
と
な
っ

て
い
る
．．

質

　

重
度

化

を

防

ぐ
た

め
に
、
介
護

予
防
を
住

に

制

度

改

正

が
行
わ

れ

た

経
緯
が
あ
る
が
、
嘉
麻
市

の
取
り
組
み
は
。

高
齢
者
介
護
課
長

要
支
援
者
５６
名
の
方
の

事
後
の
効
果
検
証
で
は
、

介
護
予
防
の
一
定
の
効
果

が
上
が
コ
Ｌ
き
て
い
る
。

質
　
所
得
が
少
な
い
局
齢

者
世
帯
に
対
す
る
保
険
料

の
減
免
措
置
の
考
え
は
。

松
岡
市
長
　
１８
年
度
、１９

年
度
は
黒
字
に
な
コ
Ｌ
お

り
、２‐
年
度
か
ら
の
３
年
間

の
保
険
料
設
定
で
、軽
減
策

を
協
議
し
て
前
向
き
に
取

り
組
む
。

学

校

施

設

の
耐

震
化

工

事
の
推
進
に
つ
い
て

質
　
一婦
麻
市
内
の
小

中

学
校
で
耐
震
補
強
工
事
の

木
実
施
校
は
。

秋
吉
教
育
部
次
長

本
年

は
、碓
井
小
の
使

含

と
嘉

穂

中

の
体

育

館

の
工
事

を

予

定

し
て
お

り
、残

り
の
工
事
未
実
施

校
は
、
大
隈
小

、牛
隈
小
、

千
手
小

、泉
河
内
小
の
校

舎
と
宮

野
小
、
足
自
小
の

体
育
館
と
な
っ
て
い
る
。

質

　

非

常

災
害

時

に
児

立■

生
徒
の
生
命
を
守
る

と
と
も

に
、
地
域
住
民
の

緊
急
避
難
場
所
と
し
て
、

安

全
性

を

確

保

す

る
た

め
に
、
本
フ
ロ
改

正
さ
れ
た

地

震

防

災

対
策

特

別
措

置
法
を
活
用
し
、
早
急
な

耐
震
工
事
を
実
行
し
て
い

く
考
え
は
。

教
育
部
次
長
　
法
律
の
改

正

に
よ
り
、
財
政
措
置

が

拡
充

さ
れ
た
。
速

や
か
に

耐
震
Ｉ
市
が
行
え
る
よ
う

に
予
算
要
求
を
行

っ
て
い

ジ
ェ
ネ
リ
ツ
ク
医
薬
品
の

普
及
促
進
に
つ
い
て

質
　
先
発
医
薬
品
と
比
較

し
、
薬

価
を
７
割

か
ら
２

割

に
低
く
抑
え

ら
れ
、
串
０

者
本
人
の
負
担
や
医
療
費

全
体
の
抑
制
を
目
的
と
し

て
、ジ
手
不
リ
ツ
ク
医
薬
品

の
普
及
促
進
の
考
え
は
。

白

石
市

民
課

長

　

医

療

費

の
削
減

抑
制

が
注
目

さ
れ
、
県
に
お
い
て
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進

協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
国
の
利

用
促
進

の
方

策

に
従

っ
て
、
情
報

提
供

な

ど
を

行

い
、
県
と

の
協

議
を
図
コ
し
い
き
た
唆

藤 伸一 議員
介護保険制度について

間.介護保険料軽減措置の
考えは

答.来年度から3年間の保険料
設定で前向きに取り組む 藤 議員 (稲築 )

質

　
生

活

習
慣

病

対
策

の
充
実
強
化
の
視
点
に
立

ち
、
一希
麻
市

で
の
予
防
医

学
に
つ
い
て
の
現
況
と
収

り
組
み
は
。

中
村
健
康
課
長
　
健
康
レ

ベ
ル
の
向
上
と
い
う
こ
と

か
ら
、
嘉
麻
市
の
保
健
計

画
〓
緒
に
―
一
生
元
気
を

目
指
し
ま
せ
ん
か
」
を
策

定
し
て
い
る
。
計
画
策
定

の
基
礎
調
査
で
、
医
療
費

総
額
の
７
割
が
生
活
習
慣

病

（心
臓
病
、
脳
卒
中
、
情

尿
病
等

）
で
占
め
ら
れ

て

い

に́
、
市

民

一
人

ひ
と
り

が
健
康
づ
く
り
の
重
要
性

を

理
解

し
、
実
践

、
継

続

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

の
で
、
情
報

や
サ
ー
ビ

ス

提
供
を
積
極
的

に
行

い
、

支
援
し
て
い
き
た
い
。

質
　
ど
う
い
つ
疾
病
で
医

療
費
を
支
払

っ
て
い
る
か

分
析
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
関
係
課
と
の

連
携
は
と
っ
て
い
る
か
。

白

石
市

民

課

長

　
庁

含

が
離
れ

て
い
る
関
係
卜

、

連
携
が
取
り
づ
ら
い
状
況

だ
。
質
　
行
政
が
き
ち

っ
と
し

た
体
制
を

つ
く
り
、
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

松

岡
市

長
　

機

構

改

■

も
視
野

に
入
れ
、
ど
の
よ

う
な
面
で
連
携
が
と
れ
る

の
か
今
後
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

′０
．
質
　
ス
イ
ミ
ン
グ
プ

ラ
ザ

な

つ
き
の
高
齢
者
割
引
が

７０
歳
に
引
き
上
げ
に
な

っ

た
が
、
６５
歳
に
引
き
下
げ

る
こ
と
に
よ

り
、
予
防

の

励
み
に
な
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

大
塚
生
涯
学
習
課
長

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
図

り
た
い
が
、し
ば
ら
く
利
用

状
況
の
推
移
を
見
た
『

質
　
健
康
は
待
て
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
の
で
、早
期
に

対
応
し
て
も
ら
い
た
電

市
長
　
行
■
と
の
絡
み
も

あ
り
、
困
難
な
面
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

要
望
　
行
革
の
観
点
か
ら

い
う
レ
）
、
予
防
す

る
こ
と

で
医
療
費
が
か
か
ら
な
い

こ
と
も
行
単
に
貢
献
す
る

こ
と
に
な

る
と
思
う
。
医

療
費
を
た
く
さ
ん
払
う
こ

と
を
考
え
れ
ば
比
較
に
な

ら
な

い
。
よ
く
考
え
て
ほ

し
い
。

山倉敏明 議員
予防医学への取り組みについて

間.行政の体制づくりを
答.機構改革も視野に入れ、
今後検討していく

″
・

山倉議員 (稲築 )
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田 中 日 本 明 議 員

間.計画には熙理が
あるのでは

答.10園を5園にするのが行革大綱だ力ヽ
保護者の意見を聞き進める

質
　
２‐
年
度
に
１０
園
を
５

園
に
す
る
計
画
に
は
無
理

が
あ
り
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

で
は
問
題
が
生
じ
る
。
子

育
て
の
根
幹
を
な
す
保
育

事
業
に
つ
い
て
は
事
を
急

が
ず
、
で
き
る
こ
と
か
ら

処
理
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
本
保
健
福
祉
部
長

行
■
大
綱
、
行
単
実
施

計
画
に
よ
る
も
の
で
、
ど

の
よ
う
に
統
合
す
る
か
、

時
期
を
ど
う
す
る
か
を
よ

く
検
討
し
た
上
で
、
保
護

者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

進
め
る
。

質
　
ま
た
、
保
育
所
の
年

次
定
員
計
画
案

は
、
５
園

を
前
提
に
計
画
さ
れ
て
い

る
。
２‐
年
度
ま

で
に
で
き

な
い
と
き
に
は
保
育
士
の

採
用
は
ど
う
す
る
の
か
。

坂

口
人
事

課
長

　
行

■

と
リ
ン
ク

し
た
も

の
で
、

進

捗

状

況
を

考
慮

し
な

が
ら
正
規
職
員
の
配
置
採

用
を
考
え
た
い
。

質

　

職

員

採

用

の
国
籍

条
項
撤
廃

に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る

の
か
。

人
事
課
長
　
本
フ
年
度
の
採

用
試
験
か
ら
撤
廃
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。

学
量
保
育
事
業
に
つ
い
て

質
　
長
期
休
暇
中
の
給
食

実
施
は
ど
う
な
っ
た
か
。

深
町
こ
ど
も
育
成
課
長

令
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
聴
取
し
て
な
い
が
、保

護
者
会
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、碓
井
学
童
の
み
要
望
が

出

さ
れ
た
。
保
護
者
会

に

は
、時
間
的
な
余
裕
を
も
っ

て
要
望
を
受
け
た
い

職
員
の
勤
務
労
働
条
件
に

つ
い
て

質

　
育

児

短
時

間
勤

務

制
度
に
つ
い
て
十
分
認
識

し
て
い
る
か
。
制
度

の
整

備
は
。

人
事

課

長
　

重

要
性

は

十
分
認
識
し
、
き
ち
ん
と

運
用
で
き
る
よ
う
研
究
し

て
い
る
。

質
　
１９
年
度
、
時
間
外
を

最
も
多
く
さ
れ
た
時
間

よ

。

人
事
課
長
　
８
０
０
時
間

を
超
え
る
も
の
が
あ
る
。

質
　
職
員
が
安
心
し
て

勤
務
で
き
る
条
件
整
備
が

重
要
だ
。
労
働
協
約
、
３６

協
定
の
締
結
は
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。

人
事
課
長
　
早
急
に
締

結
し
て
、
実
施
し
た
い
。

田中議員 (碓丼 )

碓丼第二保冑所

質
　
昨
年

１０
月
の
河
川

水
質
検
査
で
は
、
一景
穂
地

区

（
田
出
原
橋
付
近
）
で

基
準
値
の
４

９
倍
の
大

腸
菌

が
検
出

さ
れ
て
い

る
。
稲
築

（自
円
水
門
）
で

Ｈ
倍
、
碓
井

（東
口
橋
）
で

２６
倍
、
山
田
地
区
で
は
ぎ

り
ぎ
り
基
準
値
を
ク
リ

ア
し
て
い
た
が
、
」́
の
結

果
を
見
て
何
か
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
か
。

田
中
環
境
課
長
　
検
討

は
し
て
い
る
が
、
中

々
実

効
性
の
あ
る
対
策
が
見
当

た
ら
な
い
の
が
現
状
だ
。

質
　
四
国
の
四
万
十
川
の

支
流
に
当
た
る
広
見
川
の

水

質

が
遠

賀

川

の
水

質

と
類
似
し
て
い
る
。
原
因

と
し
て
は
、
家
庭
の
雑
排

水

な

ど

の
未

処

理
水

が

考
え
ら
れ
、
広
見
川
で
は

処

理
対
策

と
し
て
、
「え

ひ
め
Ａ
Ｉ
‐１
」
と
で
，
環

境
浄
化
微
生
物
を
使
い
、

行

政

住

民

一
丸

と
な

っ

て
河
川
の
浄
化
を
行

っ
た

と
こ
ろ
、
現
在
は
き
れ
い

な
川

に
な

っ
て
い
る
と
の

こ
と
。
一最
麻
市

で
も
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

環

境

課

長

　

汚

水

の
浄

化
、
そ
の
他
色

々
な
方

面

に
効
果
が
あ
る
と
聞
い
て

お
り
、
作
り
方
も
納
豆
、
ヨ

ー
グ

ル
ト
、
イ
ー

ス
ト
菌

で
簡
単

に
作
れ
る
の
で
、

試

作

品
を

作

り
勉

強

し

し
て
い
き
た
い
。

質
　
市
長
の
考
え
は
。

松
岡
市
長
　
Ｌ
流
の
市
と

し
て
の
責
任
を
果
た
し
て

い
く
上
に
も
、行
政
と
住
民

が
協
働
し
て
河
川
を
浄
化

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、先

進
地
を
視
察
し
て
学
ぶ
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、取
り
人

れ
る
こ
と
を
前
向
き
に
検

討
し
た
吟

不
害
者
情
報
メ
ー
ル
配
信

に
つ
い
て

質
　
進
捗
状
況
は
。

佐

竹

学
校

教

育

課

長

関
係
業
者
と
綿
密
に
協

議
を

重
ね

、
現
在

、
山

田

中
学
校
が
モ
デ
ル
校
と
し

て
上
が
っ
て
お
り
、
後
に
４

校
ほ
ど
小
学
校
に
実
施
し

た
後
、
全
体
に
広
が
る
形

を

つ
く
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

要
望
　
不
害
者
対
策

に

は
、
迅
速
な
対
応
が

一
番

重

要
か
と
思
わ
れ

る
の

で
、
早
急
に
全
学
校
で
の

シ
ス
テ
ム
が
で
き
る
よ

う
要
望
す
る
。

学
校
教
育
課
長
　
伝
達

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
全
力

を
尽
く
し
た
い
。

岩 永 利 勝 議 員
家庭雑排水の処理対策について

間.環境浄1ヒ微生物を
使用してはどうか

答.試作品をつくり、取り組みを
考えたい岩永議員 (稲築 )

美しし」 |に (遠賀川)
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質
　
本
年
４
月
の
市
バ
ス

運

行

改

正

の
主

な

要
点

は
。
松

本
総

務

課
長

　
工滸
穂

地
区
の
運
賃
を
１
０
０
円

に
し
、ま
た
、嘉
穂
総
合
高

校

ま

で
路

線

を

変

更

し

た
。
更
に
、各
庁
含
間
を
結

ぶ
市

内

周

回
線

の
走

行

を
実
施
し
た
。

質
　
４
月
に
交
通
弱
者
や

通
勤
通
学
の
移
動
手
段
の

利

便

性

を

図

る
目

的

で

運
行
を
見
直
し
、
わ
ず
か

２
ヶ
月
で
再
び
改
正
が
な

さ
れ
た
理
由
は
。

総
務
課
長
　
当
初
予
定
し

た
運
行
時
間
で
は
走
行
が

困
難
で
あ
り
、安
全
運
転
の

た
め
、通
性
運
行
時
間
の
確

保
と
乗
客
数
の
い
な
い
箇

所
の
見
直
し
を
し
た
。

質
　
新
し
く
運
行
表
を

決
定
す
る
折
、
行
政
は
試

乗
し
て
走
行
時
間
の
確
定

を
し
な
い
の
か
。

総
務
課
長
　
職
員
が
乗

り
、
所
要
時
間
を
計
っ
た

と
思
う
。

質
　
停
留
所
設
置
の
作
で

市
内
周
回
線
に
絞
っ
て
質

問
す
る
。
特
に
碓
井
・稲
築

地
区
の
走
行
路
線
は
集
落

が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
停

留
所
が
な
い
。
市
民
の
足
、

交
通
弱
者
の
た
め
と
い
う

わ
り
に
は
意
が
伝
わ
ら
な

い
が
。

総
務
課
長
　
市
民
か
ら
の

強
い
要
望
が
あ
れ
ば
停
留

所
設
置
は
可
能
で
あ
る
。

質
　
本
年
の
バ
ス
事
業
費

予
算
７
，７
５
１
万
円
に
対

し
、
１
円
で
も
多
く
の
収

入
を
得
る
べ
く
知
恵
を
絞

ら
ね
ば
な
ら
な
電
市
民
の

願
い
で
国
道
２
１
１
号
線

か
ら
上
牛
隈
を
通
り
、
山

田
猪
之
鼻
口
に
抜
け
る
路

線
に
是
非
停
留
所
を
設
置

し
て
欲
し
い
と
切
な
る
願

い
が
あ
る
の
で
、そ
の
実
現

を
願

２ヽ

総
務
課
長
　
現
地
を
み

て
、
警
察
協
議
が
整
え
ば

直
ぐ
に
で
も
設
置
を
す

′つ
。
質
　
本
年
度
の
バ
ス
事
業

か
ら
の
収

入
の
め
ど
は

１
，
１
０
０
万
円
で
あ
る
。

そ
れ
を
上
回
る
経
済
効
果

を
狙
い
た
い
。
そ
の
視
点

か
ら
、
義
務
教
育
期
間
の

中
学
生
の
料
金
を
通
学
対

策
の
意
も
含
め
、
小
学
生

と
同
額
に
す
る
こ
と
及
び

田
舎
の
進
行
を
フ
リ
ー
バ

ス
に
す
る
こ
と
２
点
要
望

す
る
。

総
務
課
長
　
法
規
や
民

間
バ
ス
を
勘
案
し
、
市
民

の
利
便
性
を
図
る
よ
う
対

応
し
た
い
。

田 淵 千 恵 子 議 員
嘉麻市バス運行施策について

Fヨ . 市′1ス運行上経済効果と市民の
ll便性を願う停留所設置につ|て

答.地域公共交通会議と協議をし
市民の利便性を図っていく 田淵議員 (稲築 )

市バス (嘉聴地区)

荒 木 紘 子 議 員
男女共同参画のまちづくりの推進について

間.嘉麻市の女性登用率と、
今後の具体策について

答.26.8%の登用。できるだけ
登用を高めたい

質

　

一猛
麻

市

の
各

種
委

員
へ
の
女
性
登
川
率
は
。

大

里
企

画

調
整

課

長

嘉

麻

市

２６

８
％

、
県

内
市

平
均

２６

５
％
で
上

位
と
な
っ
て
い
る
。

質
　
積
極

的

な

登

用

を

広

め

て

ほ

し

い
。
ま

た

Ｄ

Ｖ
関

連

で
の
相

談

等

の
窓

国
の
担
当

課
は
、
パ

ン
フ
レ
ツ
ト

、
印

刷

物

の

用
意
は
ど
う
な

っ
て
い
る

か
。

深

町

こ
ど

も
育

成

課

長

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
窓
回
は

な

い
が
、
関
係
各
課
連
携

を
と
り
な
が
ら
被
害
者
の

緊
急
避
難
的
救
済
を
第

一

に
考
え
対
応

し
て
い
る
。

パ
ン
フ
レ
ツ
ト
の
配
布

は

十

分
で
は
な

い
が
、
△
′
後

相

談

窓

日
の
周

知

を

図

り
、
女
性
用
ト
イ
レ
な
ど

に
ポ
ケ
ッ
ト
版
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
置
く
な
ど
工
夫

し
て
い
き
た
い
。

質
　
各

支

所

で
は
見

当

た

ら

な

い
の
で
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
類
の
レ
イ

ア
ウ
ト

も

考

え

、
展

示

工

大

を

望

む
。
ま
た
、
相

談
窓

口

は

一
本
化
し
て
ほ
し
い
。

松

岡
市

長

　

女

性

の
登

用

は
、
一
部

お
く
れ

て
い

る
が
、
着

々
と
進
め

て
い

る
。
市
役
所

に
女
性
の
管

理
職

は
い
な

い
が
、
様

々

な
要
因
も
あ
り
、
人
′
後
は

そ
う
で
つ
環
境
づ
く
り
が

重
要
で
あ
る
と
同
時

に
、

女
性
自
身
の
積
極
性
と
い

ろ
ん
な
関
係
の
協
力
が
不

可
欠
で
あ
る
。
相
談
窓

口

の

一
本
化

の
件

は
、
相

談

内
容
に
よ
り
担
当
課
が
異

な

る
こ
と
も
あ

る
の
で
、

横
の
連
携
を
密

に
し
、
職

員
の
資
質
の
向
上
を
目
指

し
た
い
．．ま
た
、
来
年
度
の

機
構
改
革

で
は
、
よ
り
望

ま
し
い
も
の
を
構
築
し
て

い
き
た
い
。

質
　
子
育
て
支
援
推
進
の

新
し
い
取
り
組
み
は
。

こ
ど
も
育
成
課
長

育

児

支

援

家

庭

訪

間

員
を
１
名
配
置
し
、
訪
間

に
よ
る
支
援
を
行

っ
て
い

る
。
‐９
年
度

の
対
応
件
数

３６
件

、
訪

問

延

べ
件

数

２
１
３
件
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
家
庭
児
童
相
談
員

を
１
名
配
置
し
、
家
庭
等

に
お
け
る
児
童
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
て
い
る
。

要
望
　
家
庭
の
あ
り
よ
う

が
複
雑

に
な

り
、
行
政
の

支
援
も
さ
ま
ざ
ま
に
変
化

し
、
対
応

さ
れ

て
い
く

の

が
よ
く
感
じ
ら
れ
た
。
△フ

後
、
ま
す
ま
す
の
ご
尽
力

を
お
願
い
し
た
い
。

緩
,‐

ヽ′　
″
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
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質
　
本フ
で
は
、
ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
は
ま
れ
な
疾
患
で

は
な
く
、
各
種
の
ア
ン
ル

ギ
ー
を
持

つ
児
童
・生
徒

が
い
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
嘉
麻
市
の
状
況

は
。
佐
竹
学
校
教
育
課
長

小

中
学
校
合
わ
せ
た

有
病
率
は
、
気
管
支
ぜ
ん

そ
く
５

８４
％
ヽ
ア
ト
ピ
‐

性
皮
膚
炎
２

９４
％
ヽ
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
５

７４
％
ヽ

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
３

９５
％
ヽ
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

３

３９
％
ヽ
一
番
心
配
し
て

い
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

は
Ｏ

Ｈ
％
存
在
し
て
い

′つ
。
質
　
こ
の
よ
う
な
疾
患
を

持

つ
児
童
、
生
徒

に
対

し

て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
る
の
か
。

学
校
教

育

課
長

　

学
校

と
し
て
は
、
特
に
児
童

生

徒
の
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
の

現
状

を

十

分

に
把

握

し

対
応
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
る
。
対
応
と
し
て
は
、
１
、
原

因
の
食
品
を
除
去
し
た
給

食
を
提
供
す
る
。２
、
原
因

の
食
品
を
他
の
食
品
に
交

換

し
た
給

食

を

提
供

す

る
。
３
、
代
替
食
材
を
自
宅

か
ら
持
参
さ
せ
る
。
４
、
弁

当
を
持
参

さ
せ
る
。
な
ど

の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

質
　
ぜ
ん
そ
く
、
ア
ト
ピ

ー
、
結
膜
炎
、
鼻
炎
な
ど
に

つ
い
て
の
対
応
は
。

学
校
教
育
課
長
　
個
々
に

ア
レ
ル
ギ
ー
の
症
状
が
違

う
の
で
、
養
護
教
諭
を
中

心

に
、
保

護

者

、
医
療

関

係
と
連
絡
を
取
り
、
ケ
ー

ス
に
応

じ
た
対
応
を
し
て

い
る
。

質
　
＾
フ
年
度
、
文
科
省
が

監
修
し
、
学
校
保
健
会
が

発
行
し
た
「学
校
の
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
に
対
す
る
取
り

組
み
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が

全
国
の
学
校
に
配
布
さ
れ

た
。
学
校
側
や
保
護
者
と

し
っ
か
り
協
議
し
て
周
知

徹
底
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

学
校
教
育
課
長
　
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
十
分
な
研

修
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、

対
応
は
十
分
に
行
い
た
唆

質
　
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る

環
境
整
備
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

松
岡
市
長
　
き
ち
っ
と
し

た
ケ
ー
ス
を
持
ち
、個
々
に

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

田 上 孝 樹 議 員
学校のアレルギー疾患に対する取り組みについて

間.児童生徒に対する
学校Ellの対応は

答.個 に々応じた対応をしたい
田上議員 (山田)

富 原 由 光 議 員
分庁方式(山田嘉穂千日築碓井)の閉鎖につしヽて

間口分庁方式をやめ碓丼庁舎を
本庁にすべきでは0

答.総合的|こ判断し碓井庁舎を
本庁舎とせざるを得ない。

質
　
山

田
、
一最
穂

、
稲
築

の
各
支
所
の
２０
年
度
の
予

算
約
５
，
５
０
０
万
円
は
、

職

員

と
維

持

管

理
費

に

充

て
ら
れ

て
い
る
。
こ
の

予
算

は
本

庁

方

式

に
す

る
と
、
施
設
の
維
持
管
理

費
と
補
修
工
事
、
備
品
購

入
費
、
光
熱
費
等
々
必
要

な
く
な
る
。
碓
井
庁
舎
を

本
庁
合
に
す
る
こ
と
は
、

財
政
改
革
だ
け
で
な
く
、

職

員
等

が
移
動

す

る
時

間

を

考

え

る
と
実

務
時

間
の
効
率
が
図
ら
れ
行
政

改
革
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。

松

岡
市
長

〈
Ｈ
併
の
時

、

現
行

庁
合

を

最
大

限
有

効
活
用
す
る
こ
と
と
し
、

住

民

の
利

便

性

及

び
各

庁
舎
間
の
移
動
、
庁
合
の

収
容
能
力
、
建
築
年
次
等

を

考
慮

し
、
一
番
新

し
い

碓

井

庁

舎

を

当

分

の
間

本
庁
と
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
新
市
に
な
っ
て
、
財
政

状

況
等

を

踏
ま

え
建

設

の
是
非
と
位
置
の
検
討
を

し
、
総
合
的

に
判
断

し
て

碓

井

庁

舎

を

本

庁

に
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
し

て
い
る
。

ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
へ
の

補
助
金
に
つ
い
て

質

　
補

助

金

の
見

直

し

に
よ
り
材
料
費
、
市
代
等

の
経
費
の
７
割
は
市
が
負

担

、
３
割

は
団
体

の
負
担

と
な

っ
て
い
る
。
１０
割

補

助

し
な

い
と
団

体

は
活

動
を
継
続
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
。

廣
方
企
画
財
政
部
長

補
助
金
見
直
し
審
議
会

で
、
団
体

に
応
分
の
負
担

を
し
て
い
た
だ
き
、
市

は

最
大
限
の
補
助
金
を

つ
け

る
答
中

が
出
さ
れ
た
。
象
日

中
を
受
け
、
市
民
と
の
協

働
と
い
？

」と
で
、一巾
民
提

案
型
事
業
を
始
め
た
。
１０

割
補
助
に
つ
い
て
は
、
い
ろ

い
ろ
な
背
景
が
あ
る
の
で
、

今
後
検
討
課
題
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
電

消

防

団

の
定

数

及
び

補

助
金
に
つ
い
て

質

　

各

分

団

の
定

数

を

決
め
、
そ
れ
に
見
合
う
補

助
金
を
出
す
べ
き
と
考
え

る
。
定
数

が
決
ま
る
ま
で

は
、
全
分
団
１
割

カ
ッ
ト

す
る
な
ど
、
平
準
化

と
い

う
こ
と
で
人
頭
割
は
す
べ

き
で
は
な
い
。

松

本

総
務

課
長

　

来

年

の
計

画

で
適

正
な

分

団

数
を
決
め
た

い
。
運
営
費

は
、
各
分
団
開
き
が
あ
る

の
で
、
時
間
を
要
す

る
が

平
準
化
し
た
い
。

宮原議員 (山田 )

碓丼庁舎
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会議予定 は ?
本会議や委員会
の予定、一般質問
の 内容 などが ご

覧いただけます。

議会って ?
議 会の運営 方

法 や しくみ な
どが ご覧 いた

だ けます 。

…
電遷 1驚F

・        1,1.::ヽ 1轟■・園覧

あの議案 は ?
本 会 議 の 記 録

も 自 宅 で ご 覧
い た だ け ます 。

::|:■|」「 ;=:■■1=|::'`・・ '・

l・ ,′ ′
`・`,, ,,`

`｀

ま し、

議会だよりは ?
過 去 の議 会 だよ

りもご 覧 い た だ

け ます 。

アク
[①菫量二『[≧
`

本

会

議

で
は

、
上

着

、
ネ

ク
タ
イ

、
議

員

バ
ッ
ジ

を

着

用

す

る

よ

う

申

し

合

わ

せ

て

い
ま

す

が

、
６

月

か

ら

９

月

に

開

催

さ

れ

る

本

会

議

に

限

つ
て

、
議

場

内

の
温

度

を

高

め

に

設

定

し

、
ク

ー

ル
ビ

ズ

を

採

用

す

る

こ
と

と

し

ま

し

た

。

(6月 定 例 会 本 会 議 の 様 子 )
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